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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

(1) 「沖縄食文化保存・普及・継承事業検討委員会(以下「検討委員会」とする。)」の設置・運営
・検討委員会は事業内容に応じた有識者等で構成する検討委員会を設置する。
・検討委員会委員の人数及び選定については、県と協議するものとする。
・検討委員会では、「沖縄の伝統的な食文化普及推進計画」に基づく施策展開について事業の状況を確認しつつ検討を行う。
また令和3年度で終了する「沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画（沖縄食文化創生プロジェクト）」の後継計画につい
て検討を行う。 
・検討委員会の実施は 5 回程度とする

(2)フォローアップ講座の実施
・県が平成29年度から令和元年度の3年間で育成・認証した琉球料理伝承人69名に対し、フォローアップ講座を開催する
・カリキュラムは全6時間（実習3時間程度、座学3時間程度）とし、同内容を県内3ヶ所で開催する。
・フォローアップ講座実施のためのワーキングチームの設置・運営を行う。
・ワーキングチームは有識者、研究者等で構成するものとする。
・ワーキングチームの構成及び人数については、県と協議するものとする。
・ワーキングチームでは、カリキュラム及び屏風資料の制作を行い、フォローアップ講座実施の開催方法についても検討する。

■委託業務の内容

事業概要Ⅰ

令和2年度沖縄食文化保存・普及・継承事業

■業務の名称

令和2年7月27日～令和3年3月31日まで

■委託期間

11,764,000円（消費税及び地方消費税 金1,069,454円含む）

■委託金額

　本県の食文化は、長い歴史や諸外国との交流の中で、人々の生活に根付いて育まれた独特のものであるが、近年、ライフス
タイルや価値観の多様性などにともない食を取り巻く環境が大きく変化したことや、食文化を支える人材の高齢化や年中行
事の簡略化等による行事食の衰退、若い世代を中心とした伝統料理離れが進んだことなどにより、「沖縄の伝統的な食文化
(以下「伝統的な食文化」)」が失われつつある。
　そのため県は、平成28年度に策定した「沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画（沖縄食文化創生プロジェクト）」におい
て、伝統的な食文化を食育等様々な関連する取組と連携し、保存・普及・継承を推進することとした。
　令和2年度は、同計画に基づき伝統的な食文化の担い手として育成・認証した琉球料理伝承人に対して「琉球料理人フォ
ローアップ講座（以下「フォローアップ講座」とする）」を実施するとともに、琉球料理伝承人の活用による普及継承に取り組
む。　
　また、失われつつある伝統的な食文化に関する映像記録、写真、資料などを集約し、データベース化を行う。
なお、この業務における「伝統的な食文化」とは、琉球料理という沖縄独自の料理文化に基盤をおき、食材や調理法、風俗習慣
などの様々な要素を包含した生活文化である。その底流には、自然や気候風土の尊重、家族・親族や地域のつながりを大切に
する精神、日中両国をはじめ各国との交流による影響などがある。

■業務の目的
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

(3）琉球料理伝承人の活用
・伝統的な食文化の普及継承を目的とした、琉球料理伝承人の活用を図る。なお、従前開催してきた出前講座は今年度は
実施しないものとする。
・琉球料理伝承人の活動に係る調整業務。

(4）伝統的な食文化の情報のデータベース化
・伝統的な食文化に関する映像記録や研究資料、文献等の集約を行う。
・既存のウェブサイトにおいて、琉球料理（宮廷料理、庶民料理、行事料理）、9つの要素（調理法、菓子、食器、風俗習慣等）
など体系的に整理し、失われつつある伝統的な食文化を保存する。
・具体的には、別添「データベースにかかる成果品」の「次年度以降の検討事項」を踏まえて取り組むこととする。

(5）ウェブサイト及びFecebookの管理・運営
・既存のウェブサイト及びFecebookの管理・運営に係る業務。
・ウェブサイトの毎月のアクセス解析の報告。

(6）平成29年度沖縄食文化保存・普及・継承事業で作成したガイドブックのスペイン語及びポルトガル語翻訳、及び製本、配布業務
・主な仕様：A4 （見開きサイズ）全16ページ、フルカラー
・製本部数：角250部
・配布先：海外の沖縄県人会など

(7）実施計画書、実績報告書、支払関係及び事業完了報告書の作成業務
　①上記(1)～(7)に係る実施計画書及び実績報告書の作成(各1部）
　②上記(1)～(6)に係る経費の支払い業務及び関係書類の整理・保管
　③上記(1)～(6)に係る事業完了報告書（A4版10部及び、電子データCD-R又はDVD-R1枚）

事業概要Ⅰ
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

(1) 「沖縄食文化保存・普及・継承事業検討委員会」の設置・運営
　本年度は、県と協議の上、8名の委員を選定し全3回の検討委員会を実施した。
　主な議題としては「沖縄の伝統的な食文化普及推進計画」に基づく施策展開について事業の状況を確認しつつ検討
を行った。また、令和3年度で終了する「沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画」の後継計画について、現計画の取り
組みと課題の抽出や業界団体等から意見を聴取し、施策の方向性を確認し後継計画の素案を作成した。

(2)　フォローアップ講座の実施
　フォローアップ講座実施のためのワーキングチームの設置・運営を行い、全2回のワーキングチーム会議を実施し
た。琉球料理伝承人1期生から3期生より各2名ずつで組成し、フォローアップ講座のカリキュラムや実施方法につい
て検討した。
　調理実習については、広めの会場での開催や人数制限を設け、計3回の開催をする予定だったが、開催期間に沖縄
県緊急事態宣言が発令したこともあり、急遽中止、動画撮影での代替案として対応した。撮影した動画については、琉
球料理伝承人を対象に、YouTubeにて限定公開し、講座配信を実施した。座学については、上里隆史氏、賀数仁然氏
による講座を撮影し、限定公開にて配信を実施した。

(3)　琉球料理伝承人の活用
　ツーリズムEXPOジャパン旅の祭典in沖縄にて4日間ブース出展を行った。琉球料理に興味がある方は多くおり、
今後の普及活動の上で、県外でのイベント出展や物産展、料理教室等意見が出ていた。イベントでは琉球料理伝承人
紹介チラシを合わせて配布し、HPやYou Tubeへの誘導を図った。
　また、琉球料理伝承人作業部会（プロモーション部会）によるレシピ動画撮影を実施した。
　本年度は、チンビン、ターンム田楽、ジーマミー豆腐、イカスミのお汁、ラッチョウチャンプルー、ンムクジアンダギー
の6品を撮影し、You Tubeにて一般公開した。

(4)　伝統的な食文化の情報のデータベース化
　沖縄県文化振興課と調整・協議を行い3名のメンバーでデータベースワーキングチームを組成し計2回の会議にて
協議を行った。
　本年度は情報収集や原稿作成と合わせて、情報の優先順位・範囲の設定、食文化に関わる情報や資料の収集・整
理、データベースへ掲載する原稿の一部作成を行った。

(5)　ウエブサイト及びFacebookの管理・運営
　ウエブサイト及びFacebookではイベント出展情報や琉球料理伝承人メディア出演案内、レシピ動画について発
信した。イベント時にHPやYouTubeチャンネルを誘導したこともあり、ジューシーについては7,000回の視聴があ
り少しずつ伸びてきている。今後もSNSやYouTubeを活用することにより、多くの層へ発信が必要。　

(6)ガイドブックのスペイン語及びポルトガル語翻訳及び製本、配布業務
　ガイドブックのスペイン語及びポルトガル語の翻訳を行った。本年度はコロナ禍で海外観光客が減少していること
もあり、翻訳作業のみと変更し、ガイドブック（日本語）の増刷を10,000部行い、別イベント等で配布を行い、普及に
繋げた。

事業概要Ⅰ
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「沖縄食文化保存・普及・継承事業」検討委員会の設置・運営Ⅱ
令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

検討委員会の設置Ⅱ

業務の目的として、沖縄の伝統的な食文化の保存・普及・継承に関する有識者会議の場を設け、中長期的な事業検討を行う。
「沖縄の伝統的な食文化普及推進計画」に基づく施策展開について事業の状況を確認しつつ検討を行う。
また令和3年度で終了する「沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画（沖縄食文化創生プロジェクト）」の後継計画について検
討を行う。

■実施概要

第１回検討委員会：令和2年 10月2日(水) 10：00～12：00
第２回検討委員会：令和3年   2月8日(月) 書面にて開催
第３回検討委員会：令和3年   3月16日(火) 10：00～11：30

■開催実績

沖縄県文化振興課との調整・協議を行い、下記の委員が任命・就任された。（順不同）

■検討委員会 名簿

氏　名 所　属・役　職

琉球大学　国際地域創造学部　教授
　　　　　観光課学研究科　研究科長

沖縄県栄養士会　会長

沖縄県6次産業化サポートセンタープランナー

一般財団法人　沖縄観光コンベンションビューロー
受入事業部　受入推進課　部長

松本料理学院　学院長
一般社団法人　琉球料理保存協会　副理事長

沖縄県文化観光スポーツ部文化スポーツ統括監

沖縄県調理師会　会長
琉球料理伝承人

安次富順子食文化研究所　所長
一般社団法人　琉球料理保存協会　理事長

荒川　雅志

真鳥　洋企

上原　功

松本　嘉代子

安次富　順子

村濱　千賀子

加力　謙一

下地　貴子
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

目　的

「沖縄食文化保存・普及・継承事業検討委員会」設置要綱

（目的）
第１条 沖縄県における沖縄食文化の保存・普及・継承の検討のため、
「沖縄食文化保存・普及・継承事業検討委員会」(以下「検討委員会」という)を設置する。

（所掌事務）
第２条　検討委員会は、沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画に基づく議題について検討を行う。

（構成）
第３条　検討委員会は、次にあげる者で構成する。
　(1)学識者または有識者
　(2)沖縄における食文化に精通する者
　(3)その他、県の食文化施策に関連する者

　　　２  検討委員会の任期は、令和3年3月31日までとする。

（委員長）
　第４条　検討委員会に、委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。
（検討委員会）
　第５条　検討委員会は、委員長の求めに応じて開催し、委員長が議長となる。
　　　２  検討委員会は、必要があると認められたときは、委員以外の関係者の出席を求め、
　　　　　意見または説明を聞くことができる。
　　　３　検討委員会は、委員の過半数の出席がなければ開催することができない。

（庶務）
　第６条　検討委員会の庶務は受託者（丸正印刷株式会社）で処理する。

（補足）
　第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項については別に定める。

　　付則
  この要綱は、令和2年7月27日から施行する。

検討委員会の設置Ⅱ

検討委員会の審議を円滑に行うため、委員会の設置要綱を下記のとおり策定した。

■設置要綱
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

検討委員会の設置Ⅱ

日　時： 令和2年10月2日（水）10：00～12：00
場　所： 県庁7階　第4会議室
参加者： 荒川雅志・真鳥洋企・松本嘉代子・安次富順子・村濱千賀子・加力謙一・上原功・下地貴子　
事務局： 県文化振興課（小橋川班長・伊禮主事）
 丸正印刷（瀬川・川満・金城）

■第1回 検討委員会

沖縄県より事業説明

①沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画について、「現状の課題」と「普及推進計画」について説明がされた。
②今年度の取り組みと沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画における後継計画についても検討を行うことが
説明された。

報告事項

①ワーキングチームからの報告事項
→フォローアップ講座の実施と講座回数について説明がされた。
→座学をオンライン講座とし、実習時間増で各委員の承認を得たことを報告した
②ツーリズムEXPOジャパンへのブース出展

検討事項

①過年度までの課題・後継計画について
→事務局より今まで実施してきた事業概要整理表をもとに後継計画について各委員へ意見を求めた。

１．沖縄のブランド化に向けて、ホテルの存在は非常に大きい。ホテルの持っている発信力と連携が今までなかっ
たのではないか。食文化に関するしっかりとした定義を決めてきたということは大事だったんですが、保存するた
めの創作・宣伝というのが今後問われてくる。

２．YouTubeチャンネルの周知が必要。家庭料理への定着を目標として、親しみやすい行事料理、家庭料理を中
心に発信をした方が良い。レシピ動画が検索結果の上位にくるような仕掛けが必要。まずは知名度向上のため
の発信が優先。
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

報告事項

①作業部会について
②ツーリスムEXPO出展について
③フォローアップ講座について
④第1回検討委員会議事録

検討委員会の設置Ⅱ

日　時：令和3 年2月8日（月）14：00～16：00
※沖縄県緊急事態宣言延長により書面にての開催へ変更

■第2回 検討委員会

⇒上記、後継計画の策定についての資料を確認し、委員より以下の提言があった。

その他にも委員より様々な意見があり、第3回検討委員会にて対応、方向性を定めることとした。

・伝承人のレベルに応じた階級の要否について、階級ではなく専門性での区別に修正してはどうか。

・伝承人のスキルアップについて、講座品目を年間企画し、月別に講習会を実施してはどうか。

・「琉球料理の店」の認証制度の必要性と～を「琉球料理が味わえる店」の認証制度の必要性と～に修正して
はどうか。

・学校を通じた普及啓発・修学旅行に対するアプローチへ第3木曜日　琉球料理の日の普及活動を追加して
はどうか。

・出前講座の対象者へ観光ガイドを追加してはどうが。

・保存の取り組みを周知していくために定期的なPR活動を行うことを追加してはどうか。

審議事項

①後継計画の策定について
・後継計画策定の考え方について
・後継計画の策定に係る検討委員会スケジュール
・現計画のおけるこれまでの取り組みと課題
・業界団体等からの意見聴取結果及び施策の方向性

【配布資料】
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

検討委員会の設置Ⅱ

日　時： 令和3年3月16日（火）10：00～11：30
場　所： 県庁1階　第1会議室
参加者： 真鳥洋企・松本嘉代子・安次富順子・村濱千賀子・加力謙一・上原功
事務局： 県文化振興課（島袋課長・小橋川班長）
 丸正印刷（瀬川・川満・金城）

■第3回 検討委員会

審議事項

素案の決定について

■後継計画の策定について
①第2回検討委員会における素案に対する委員意見への対応状況
②素案における「施策の展開」について
③R3年度県民意識調査及び後継計画のおける目標値の設定
④素案の決定について

今回の意見を素案として修正・確定し、県民意識調査実施後に目標値の設定等を
R3年度検討委員会にて決定。

上記内容の審議事項について、事務局より以下の内容で対応すると報告があった。

・伝承人のレベルに応じた階級について、階級ではなくて専門性で分類するについて、

⇒「保存」の主な課題　4.階級（又は専門性による区分）等への検討へ修正を行った。

・「琉球料理の店の認証制度の必要性」について、「琉球料理の店」という表現では誤解を招く表現とも思われる
ので、「琉球料理が味わえる店」としておくのがいいのではないか。

⇒「普及」の主な課題　9.「琉球料理が味わえる店（仮）」として計画への修正を行った。また、名称の決定につい
ては次年度の検討委員会にて検討し決定することとなった。

・第3木曜日「琉球料理の日」を普及、推進について

⇒「普及」施策の方向性（4）琉球料理の日における重点的取り組みの実施について、あらゆる機会を通じて発信
し、各取り組みにおいても重点的に実施を行い効果的な普及、啓発に取り組みことで給食だけではなく、全体に
かけて琉球料理の日を周知を行うことに修正した。
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「フォローアップ講座」の実施Ⅲ
令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

　沖縄の伝統的な食文化の担い手となる琉球料理伝承人による、「フォローアップ講座」に関する検討・協議の場を設け質の高
いカリキュラム構築や、調理実習を実現させる。
ワーキングチームは、「フォローアップ講座」に関する検討・協議をする役割を担い、「沖縄県食文化保存・普及・継承事業」検討
委員会と連携しながら、それぞれの領域から幅広い議論を行った。

■「フォローアップ講座」ワーキングチームの設置

第１回ワーキングチーム会議：令和2年    8月2日(金)  18：00～20：30
第２回ワーキングチーム会議：令和2年    9月15日(火)  10：00～12：00

■開催実績

沖縄県文化振興課との調整・協議を行い、下記メンバーによるワーキングチームを組成した（順不同）

■ワーキングチーム 名簿

氏　名 所　属・役　職 期　生

第１期

第１期

第2期

第2期

第3期

第3期

トータルウエルネスプロジェクトオキナワ

栄養士/フリーランス

沖縄調理師専門学校 琉球料理講師

ハイアットリージェンシー瀬良垣アイランド沖縄

ロワジールホテル＆スーパータワー那覇

沖縄県 生活改善推進員連絡協議会会長

金城 助

伊是名 加江

三澤 陽一

大城 ゆか

嘉数 順

新垣 喜美子
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

2

日　時： 令和2年8月24日（月）14:00～16:00
場　所： 沖縄県庁5階　第1会議室
参加者： 伊是名加江・大城ゆか・賀数順・三澤陽一
事務局： 県文化振興課（伊禮主事）　丸正印刷（瀬川・川満・金城）　

■ 第1回 フォローアップ講座ワーキングチーム

議　題
①フォローアップ講座の開催時期について
②フォローアップ講座の開催会場について
③選定方法・カリキュラム内容について
④座学・調理講師について

決定事項
①開催時期について、10月～11月開催（※講師スケジュールによっては、変更可）

②開催会場について、以下の場所で決定をした。
南部→沖縄ガスショールーム、中部→カエプロジェクト、北部→名護市中高公民館

③選定方法について、事前申し込み制に決定した（第１希望～第２希望まで確認し、事務局にて判断）
カリキュラム内容について、事務局案の３回別内容とし、座学、調理実習ともに記録撮影にてオンライン配信
を行う。

④座学・調理講師については、以下の講師に事務局より打診を行うこととなった。
座学講師案：金城須美子氏・賀数仁然氏・倉成多朗氏・上里隆史氏・美ら島財団学芸員
※講座内容については、伝承人より事前アンケートを実施し、講師へ内容に沿った講座を依頼する。
※座学は1コマ90分程度とする。

調理講師案：安次富順子氏・松本嘉代子氏
■実習品目：庶民料理・宮廷料理・菓子
※品目については、過去の担い手育成講座のアンケートより希望の多い品目をリストアップして講師の先生
と調整し決定する。
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「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

日　時：令和 2年 9 月 15 日（ 火） 10：00 ～12：00
場　所：沖縄県庁7階　第1会議室
参加者：伊是名加江・新垣喜美子・大城ゆか・三澤陽一
事務局：丸正印刷（川満・金城）

■ 第2回 フォローアップ講座ワーキングチーム

報告事項
①第1回ワーキングチームの議事録（要点）
⇒前回の会議での協議事項について、フォローアップ講座の会場、講座回数、講座講師について
事務局より報告がおこなわれた。

協議事項
①フォローアップ講座について
○講座回数について
⇒座学は1コマ90分のオンライン講座をすることに決定した。
調理実習は1コマ3時間の午前の部、午後の部の1日2回開催し、3日間の合計6回実施とすることに決定した。
会場については、沖縄ガスショールーム（那覇）2回、カエプロジェクト（読谷）1回を開催。
○講師について
　⇒調理実習の講師は、松本嘉代子先生、安次富順子先生へ打診して承諾済み。
　座学講師は、オンライン講座での開催が決定したため、改めて各講師へオンライン講座開催の承諾を得る必
要がある。
○品目について
⇒1期生から3期生までのアンケートをもとに、委員にて決定。
A.琉球菓子、ムジ汁　B.琉球菓子、イラブー汁　C.琉球菓子、山羊汁
品目については、講師の意向もヒヤリングし、最終決定する（実習時間も踏まえ検討）

②作業部会説明会・イベント出展について
○作業部会説明会について
⇒10月23日（金）に開催決定
会場：ロワジールホテル・ナハ　天日の間
時間：18：30～21：00
説明会にて、フォローアップ講座の説明及び今後の普及活動について伝承人へアンケートを実施し、今後の
活動や後継計画の参考とする。
○イベント出展について
⇒ツーリズムEXPOジャパンへの出展に関して、実施内容を事務局より報告した。
・プロモーション動画放映　・のぼり掲出　・ポスター及びパネル展示　・ガイドブック配布
・ちんすこう無料配布　　　・チラシ配布（HPへ誘導用）　　　　　　   ・アンケート実施
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令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

※沖縄県独自の緊急事態宣言期間のため、講座中止！
代替策として、動画撮影にて対応（2月1日／2月2日撮影実施）
座学についても動画撮影（賀数仁然・上里隆史）を実施し、
琉球料理伝承人１期生～３期生を対象にYou Tube限定公開にて講座を実施した。

琉球料理伝承人フォローアップ講座 カリキュラム

1日目

日時

会場

9:00

～

12:00

13:00

～

16:00

12:00～
13:00

2日目 3日目

1月22日（金） 2月2日（火） ２月５日（金）

沖縄県学校給食会 調理室 カエプロジェクト 沖縄県学校給食会 調理室

那覇 中部 那覇

講師：安次富 順子 講師：安次富 順子 講師：安次富 順子

レバーの血抜きの仕方

スンシーの臭い抜き

三月菓子のあげ方のコツ

イラブー汁

レバーの血抜きの仕方

スンシーの臭い抜き

三月菓子のあげ方のコツ

イラブー汁

レバーの血抜きの仕方

スンシーの臭い抜き

三月菓子のあげ方のコツ

イラブー汁

重箱料理 重箱料理 重箱料理

休憩・午後の準備 休憩・午後の準備 休憩・午後の準備

講師：安次富 順子 講師：安次富 順子 講師：安次富 順子

琉球料理の調理実習時間（午前の部・午後の部）に時間割を編成し、以下の表のとおり確定させ、それを実施。
座学については、収録しオンラインにて配信。

■カリキュラム表　
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実施写真

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

□ 講　　師： 賀数 仁然
□ 日　　時： ２月２５日（金）
□ 時　　間： １３：００～１６：００
□ 場　　所： 丸正印刷株式会社
 沖縄県西原町小那覇1215番地
□ 講座内容： 沖縄の食文化の歴史

フォローアップ講座座学撮影１
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□ 講　　師： 上里　隆史
□ 日　　時： ３月８日（月）
□ 時　　間： １３：００～１６：００
□ 場　　所： 丸正印刷株式会社
 沖縄県西原町小那覇1215番地
□ 講座内容： 風俗・習慣

フォローアップ講座座学撮影１

実施写真

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ
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実施写真

□ 講　　師： 安次富 順子
□ 日　　時： ２月１日（月）
□ 時　　間： ９：００～１７：００
□ 会　　場： カエプロジェクト
 中頭郡読谷村大湾356番地 レキオススクエア2F
□ 撮影品目： ７品 a-1：あまがじ　a-2：イラブーシンジ・イラブーのお汁　a-3：スンシーイリチー
  a-4：チムシンジ　a-5：ナットゥンス－　a-6：三月菓子　a-7：千寿こう・里桃餅・闘鶏餃

フォローアップ講座撮影（１日目）

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

a-1：あまがじ

a-2：イラブーシンジ・イラブーのお汁

a-3：スンシーイリチー

a-4：チムシンジ

a-5：ナットゥンス－

a-6：三月菓子

a-7：千寿こう・里桃餅・闘鶏餃
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撮影風景

「フォローアップ講座」の実施Ⅲ

□ 講　　師： 松本 嘉代子
□ 日　　時： ２月2日（火）
□ 時　　間： ９：００～１７：００
□ 撮影品目： b-8：重箱料理

フォローアップ講座撮影（2日目）

b-8：重箱料理

撮影風景
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「フォローアップ講座」の実施Ⅲ
Youtubeにて限定公開

□a-1：あまがじ □a-2：イラブーシンジ・イラブーのお汁

□a-3：スンシーイリチー □a-4：チムシンジ

□a-5：ナットゥンス－ □a-6：三月菓子

□a-7：千寿こう・里桃餅・闘鶏餃 □b-1：重箱料理
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琉球料理伝承人の活用Ⅳ
令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書
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ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要Ⅳ

ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄
Tourism EXPO Japan in Okinawa Business Meetings & Exhibition

□ 開催名

沖縄コンベンションセンター
〒901-2224 沖縄県宜野湾市真志喜 4-3-1
お問い合わせ：03-5510-2004

□場所

2020年10月29日（木） 13:15～17:15　※業界関係者商談会
2020年10月30日（金） 10:00～18:00　※業界関係者商談会
2020年10月31日（土） 10:00～18:00　※一般参加
2020年11月1日（日） 　10:00～17:00　※一般参加

□日時

伝統的な食文化の普及継承を目的とした、イベント出展を行う琉球料理伝承人の認知度や周知を図るとともに、ニーズ調査
を実施し、次年度以降の琉球料理伝承人活用法へ紐付けする。

□出展目的

コンベンションセンター展示棟　ブース番号：OC-48

□出展場所

酒造組合

ResorTech
Okinawa

沖縄県内
Okinawa
Exhibit OC-48
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□実施写真

ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要Ⅳ

①プロモーション動画放映
②のぼり掲出
③フラッグ及びパネル展示
④ガイドブック配布（日本語・英語版）
⑤ちんすこう無料配布（５００個想定）
⑥琉球料理伝承人チラシ
⑦アンケート回収（２種類）

ブース詳細：基礎小間参考図（１小間）
W2000×D2000M×H2500(mm)

□実施内容（ブース装飾・パネル配置）
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ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要Ⅳ
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ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要
アンケート集計（回答者221名）

アンケート集計（回答者221名）Ⅳ

ゴーヤーチャンプルーが29％と一番多く
次いで人参シリシリが10％だった。

男性 10代
20代
30代
40代
50代
60代以上

女性

Q1. 性別

沖縄県
県外

Q3. お住まいの地域

Q5. 誰から教わりましたか。 Q6. あなたは琉球料理を
 どのような機会で食べますか。

Q4. あなたが良く作る琉球料理は何ですか。

Q2. 年代
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母親から習ったが39％と一番多く、次いでインターネットが25.8％
だった。今後のプロモーションの展開としてWEBの活用が必要。

0% 50 100 150 200

①母親
②父親
③祖母
④祖父
⑤友達

⑥料理教室
⑦料理本
⑧テレビ

⑨インターネット
⑩自己流

なし
作ったことがない

わからない
民泊先のおばあちゃん

学校
料理はつくらない
教わってない

おば
0% 20 40 60 80 100

88（39.8%）
3（1.4%）

18（8.1%）
1（0.5%）

13（5.9%）
6（2.7%）

17（7.7%）
20（9%）

57（25.8%）
29（13.1%）

3（1.4%）
3（1.4%）
2（0.9%）
2（0.9%）
2（0.9%）
1（0.5%）
1（0.5%）
1（0.5%）

①日常的な
　食事として

②行事・
　お祝い事

③外食

④その他

154
（69.7%）

34
（15.4%）

60
（27.1%）

10
（4.5%）
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ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要
アンケート集計（回答者221名）

ツーリズムEXPOジャパン 旅の祭典in沖縄 出展概要Ⅳ

○料理教室
○親子講座
○試食会
○お菓子作り（琉球菓子作り）
○工芸品とのコラボ。食器もこだわりたい
○フードフェスティバル開催
○料理教室、栄養講座
○美味しいお店とレシピ紹介
○アンテナショップ拡充
○琉球料理教室
○琉球お菓子作り
○料理教室
○物産展
○試食など
○ウェブサイトの充実
○講座など
○関東圏での琉球料理に必要な食材の販売
○オンラインでお菓子作り
○学校教育

○うんちくをたくさん伺いながら、沖縄の文化に触れ
る何かしらのイベントがあるととても面白いと思い
ます。 言葉教室とか、泡盛講座とか。

○外国人は、伝統、文化、歴史を第1に考えると思うの
でそれを上手く連動させたら喜ばれると思います

○琉球料理教室や、伝統菓子作り体験もできるイベン
トがあれば参加したいです。

Q8. （自由意見）あなたは、今後『琉球料理』を普及するために
 どのようなイベントをして欲しいですか。どのようなイベントに参加したいですか。

Q7.  あなたは琉球料理をどのくらいの頻度で食べますか。

①ほとんど毎日
②1週間に4～5回
③1週間に2～3回
④1週間に1回
⑤月に2～3回
⑥月に1回
⑦年に2～3回
⑧ほとんど食べない

○動画で琉球料理が学べるコンテンツ
○テレビの特集
○飲食店の増加
○ホテルなどで料理フェア
○琉球料理フェス
○大阪にも出店して欲しいです
○旅フェス
○パーティー
○薬膳料理
○祭り
○アプリ
○ホームパーティを各地で開催
○専用サイト
○体験ツアー
○レシピ公開
○方言で料理教室
○ホテルの朝食バイキングに取り入れ
○なかみ汁の作り方知りたいです！

○県産農産物の紹介と、それを利用して自治体主催
の料理教室の開催。

○沖縄の泡盛屋さんで頂いた冬瓜漬が本当に美味し
かったです。美味しいお酒と合わせながら昔の琉球
に思いを馳せられるようなコース料理があると惹
かれます

○移動レストラン
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レシピ動画撮影Ⅳ

□撮影風景

□日　　程： １月２８日（木）～１月２９日（金）
□時　　間： ９：００～１７：００
□撮影品目： チンビン／ターンム田楽／ジーマミー豆腐／イカスミのお汁
 ラッチョウチャンプルー／ンムクジアンダギー

■琉球料理レシピ動画撮影

品目 チンビン ターンム田楽

沖縄ガスショールーム

ジーマミー豆腐 イカスミのお汁 ラッキョウチャンプルー ンムクジアンダギー

1月28日

新垣純子
徳元由美子
名嘉山聡子

金城善之
比嘉紀安
上原功

津嘉山恵子
比嘉洋
金城助

宮國由紀江
照屋寛幸

金城勇人
名嘉剛志

津波正江
仲村公子
金城桐子
山内郁子

1月28日 1月28日 1月29日 1月29日 1月29日

10:00～12:00 12:00～14:00 14:00～16:00 10:00～12:00 12:00～14:00 14:00～16:00

会場

撮影日

撮影時間

講師
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レシピ動画撮影Ⅳ

①チンビン ②ターンム田楽

③ジーマミー豆腐 ④イカスミのお汁

⑤ラッキョウチャンプルー ⑥ンムクジアンダギー

■Youtube
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伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ

ワーキングチームは食文化・歴史・民俗の分野から選出した委員で構成され、各分野の観点から協議・検討する役割を担い、
課題の抽出や対応方法の検討など議論を行った。

ワーキングチームの位置づけ

業務推進に伴い、沖縄の伝統的な食文化やその関連情報について専門的な知識を持つ委員を招聘し、内容・構成等につ
いて検討及び策定する場を設けた。
資料を細かく読み込み、より専門的な内容について提言を受けるため、委員個別のヒアリングも実施した。

ワーキングチームの設置・運営及びヒアリングの実施

沖縄県文化振興課との調整・協議を行い、前年度に引き続き下記メンバーによるワーキングチームを組成した。

ワーキングチーム名簿

上里　隆史

西大　八重子

萩尾　俊章

浦添市立図書館　館長

フィニシングスクール西大学院　学院長

沖縄県教育庁文化財課　史料編集班　主任専門員

歴史

食文化

民俗

氏　名 分　野 所属・役職

（五十音順、敬称略）

開催実績
第１回ワーキング 令和２年９月２９日（火）１４：００～１６：００
個別ヒアリング① 令和３年２月１８日（木）１０：００～１２：００
個別ヒアリング② 令和３年２月１８日（木）１４：００～１６：００
個別ヒアリング③ 令和３年３月　２日（火）１４：００～１６：００

本業務では、沖縄の伝統的な食文化の保存・普及を促進するため、関連する資料・情報を収集し、体系的に整理する。最
終的には、これらの成果をインターネット上で公開し、次世代への継承や学習活動等に資するなど、一般に活用されるこ
とを目標とする。
計画期間は令和元年度から令和３年度までとし、段階的に業務推進していく。２年目に当たる今年度は情報収集・原稿作
成と同時に方針の再調整を行いながら、以下の項目の作業を行った。

実施概要

情報の優先順位・範囲の設定 食文化に関わる情報や資料の収集・整理
データベースへ掲載する原稿の一部作成 ワーキングチームの設置・運営及びヒアリングの実施
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伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ

①使用システム・形態の変更に関する提案
昨年度ではウェブサイト形式のコンテンツを作成する
方針であったが、新提案として、食文化を構成する個別
の情報が検索できる機能を有し、昨年度までの分類に
加えて情報を拡充していくデータベース構築を目標とす
ることを確認。

②データベースのシステムについて
クラウド型収蔵品管理システムの機能を用いることを確
認。

③データベース利用イメージ
内容の充実と情報へのアクセスのしやすさを両立させ
るため、データベースとは別に入り口となるページを設
け、これらを連携させる構造とする。

本事業の概要と目的を説明し、本ワーキングの実施計画や目標、前提について確認した。昨年度の議論を踏まえて収集に移る
前の基礎固めとしての審議を行い、今後の課題を抽出した。

・使用システム・形態の変更に関する提案
・データベースのシステムについて
・データベースの分類・項目の設定についての整理

日時：令和２年９月２９日（火）１４：００～１６：００
場所：（一財）沖縄美ら島財団　那覇事務所
委員：上里隆史氏、西大八重子氏、萩尾俊章氏
事務局：沖縄美ら島財団（幸喜、佐久本、田丸）

協議内容

議題

■ 第１回ワーキング

④利便性
データベース構築にあたっては現代の暮らしとリンクす
ること、分類の階層や関連項目の情報量の度合いを見
定めること、検索精度を含めた事前動作検証の必要性
が提案された。

⑤データベースの分類・項目の設定についての整理
沖縄の伝統的な食文化を構成する９つの要素を６章に
まとめ、その下層における情報の分類方法について各委
員の専門的見地から審議した。
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伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ

①第１回ワーキングで委員より指摘・提案があった事柄に
ついての対応や作業方針を確認した。

②情報や画像の典拠、整合性
記載する情報・画像について根拠・典拠を示すことにつ
いて確認した。データベースの内容と琉球料理担い手育
成講座受講生教本とで整合性を保ちながら情報を組み
立てることの必要性が指摘され、今後の取り組みに反映
させる。

③原稿の校正
「栄養」・「味わい（だし）」の項目は文章としてデータベース
へ収めるにあたり、作成した原稿を確認し校正を行った。

④名称・表記の修正
データベース上で食材や料理が各項目へ適切に分類さ
れているか確認し、名称の表記も含め適宜修正した。

第１回ワーキングの審議事項の整理
成果品（案）の承認
データベースの分類・項目設定（階層図）の整理
次年度の引継事項

日時：令和３年２月１８日（木）１０：００～１２：００
場所：西原町
委員：西大八重子氏
事務局：沖縄美ら島財団（幸喜、佐久本、田丸）

協議内容

議題

■ 個別ヒアリング①

⑤食器類についての提案
これまで料理関係の書籍では食器についてあまり紙幅が
割かれてこなかった傾向にあったことを受け、本データ
ベースでは説明を充実させることが委員より提起された。

⑥原稿作成、画像収集、データベースへの登録作業は次年
度に引き継ぐことを確認。
今年度の総括と提示した成果品（案）の承認を得た上
で、次年度のスケジュール及びコラム執筆について確認
した。
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伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ 伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ

①第１回ワーキングで委員より指摘・提案があった事柄に
ついての対応や作業方針を確認した。

②和名と方言名の表記
併記する場合の順番の統一や方言表記が一定しない名
称については脚注等を入れるなど対応方法を確認した。

③年中行事を扱う場合の注意点
年中行事は村落・家・門中単位もしくは複数にまたがっ
て行われるものもある。地域によってはバリエーション
があるため、分類することで煩雑にならないようにとの
言及がされた。
旧暦だけでなく新暦を用いる場合もあるため月ごとに
分ける際には注意が必要との指摘があった。
宮古・八重山などの代表的な行事の追加が提案された。
以上を踏まえ、年中行事の整理方法を検討する。

④名称・表記の修正
各章の項目が適切に分類されているか確認し、適宜修
正した。

第１回ワーキングの審議事項の整理
成果品（案）の承認
データベースの分類・項目設定（階層図）の整理
次年度の引継事項

日時：令和３年２月１８日（木）１４：００～１６：００
場所：（一財）沖縄美ら島財団　那覇事務所
委員：萩尾俊章氏
事務局：沖縄美ら島財団（幸喜、佐久本、田丸

協議内容

議題

■ 個別ヒアリング②

⑤原稿作成、画像収集、データベースへの登録作業は次年
度に引き継ぐことを確認。

⑥今年度の総括と提示した成果品（案）の承認を得た上
で、次年度のスケジュール及びコラム執筆について確認
した。
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伝統的な食文化の情報のデータベース化Ⅴ

①第１回ワーキングで委員より指摘・提案があった事柄に
ついての対応や作業方針を確認した。

②イラストについて
データベース全体の雰囲気に合わせたテイストで用意
すること、調和を考慮し方向性を固めて準備することが
指摘された。

③データベースの名称について指摘があり、次年度検討事
項として引継予定。

④データベースの冊子化
データベースという特性上、ウェブから消失することも考え
られる。成果を形として残す意義について言及された。
県への提案として次年度の引継事項とする

⑤「だし」の原稿内容
鰹節の使用、昆布の使い方、沖縄における料理と水の関
係についての指摘があった。
鰹節が輸入して用いられたこと、昆布の食材としての用
法を盛り込むことを確認した。
水については改めて調査し、コラム内で記載することも
検討する。

第１回ワーキングの審議事項の整理
成果品（案）の承認
データベースの分類・項目設定（階層図）の整理
次年度の引継事項

日時：令和３年３月２日（火）１４：００～１６：００
場所：（一財）沖縄美ら島財団　那覇事務所
委員：上里隆史氏
事務局：沖縄美ら島財団（幸喜、佐久本、田丸）

協議内容

議題

■ 個別ヒアリング③

⑥現在では馴染みのない食文化
かつて存在したとされる料理・調味料の記録について言
及された。
現在と比較することで見えてくる特徴として記載するこ
とを検討。

⑦コラム執筆について
データベース個別の情報に加えて、項目ごとのイメージ
を促すためにコラムで補うことを確認。次年度に執筆の
役割分担を行うこととする。

⑧原稿作成、画像収集、データベースへの登録作業は次年
度に引き継ぐことを確認。

⑨今年度の総括と提示した成果品（案）の承認を得た上
で、次年度のスケジュールについて確認した。
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ウェブサイト及びFacebookの管理・運営費Ⅵ

0

2020年 4月 18 49
 5月 - -

 6月 3 7
 7月 - -

 8月 1,831 4,957
 9月 2,082 5,548
 10月 1,972 4,815
 11月 2,427 6,328
 12月 1,934 5,164
2021年 1月 3,034 7,731
 2月 1,940 4,367
 3月 1,317 3,153

アクセス解析レポート 
2020.04.01 - 2021.03.31

ページビュー数ユーザー数期間

新規訪問
リピート

86.9%

13.1%
新規訪問の割合

1,000

2,000

3,000

2020/ 2021/4 （月）5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2020年04月 - 2021年03月
2019年04月 - 2020年03月

□ユーザー数の推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2020/ 2021/4 （月）5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

□ページビュー数の推移

2020年04月 - 2021年03月
2019年04月 - 2020年03月
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ウェブサイト及びFacebookの管理・運営費Ⅵ
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□2020年 7月 13日 □2020年 8月 24日

□2020年 11月 4日 □2020年 11月 10日

□Facebook記事投稿

ウェブサイト及びFacebookの管理・運営費Ⅵ

40



令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

ウェブサイト及びFacebookの管理・運営費Ⅵ

□Facebook記事投稿

□2020年 10月 29日 □2020年 12月 20日

□2021年 1月 14日 □2021年 3月 3日
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ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■日本語

10,000部（増刷）

H4（裏表紙） H1（表紙）

P01 P02
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ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■日本語（増刷）

P03 P04

P05 P06

10,000部（増刷）
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ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■日本語（増刷）

P07 P08

P09 P10

10,000部（増刷）

46



令和2年度 沖縄食文化保存・普及・継承事業 事業報告書

ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■日本語（増刷）

P11 P12

P13 P14

10,000部（増刷）
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ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■スペイン語

H4（裏表紙） H1（表紙）

P01 P02
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ガイドブック翻訳及び製本Ⅶ

■スペイン語

P03 P04

P05 P06
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